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【研究の背景・目的】 

生命の素過程を化学的視点から理解する試みは，
科学全体の発展の為に極めて重要な課題である．
この課題に挑むため，生命現象に学習した新しい
化学的基盤技術の創出が強く求められている．
我々は独自に初めて見出した現象—プロテインス
プライシング反応による緑色蛍光タンパク質
（GFP）の再構成—の発見に端緒をなし，生細胞
内で分子の素過程を可視化するプローブ開発を展
開してきた．本研究では，タンパク質再構成法を
さらに発展させ，生細胞中の分子素過程を解明す
る新たな基盤技術の開発を目的とする．具体的に
は， 
１）生きた細胞内の生体分子の機能を可視化する
分子プローブ 
２）細胞内シグナル伝達に関与する新規分子種同
定法 
３）生体分子の機能を時空間制御する機能性分子
材料 
の開発を目指す．タンパク質化学に関する知見を
元に，分子科学と遺伝子工学の最先端技術を利用
して，革新的生体分子分析法を創出する． 
 

【研究の方法】 
タンパク質再構成法の基盤技術（図１）を展開し， 
3 分子間タンパク質相互作用，脂質，G タンパク
質をターゲットとした可視化プローブを開発する．
タンパク質の立体構造と機能に関する情報に基づ
き合理的な設計を行う．遺伝子工学手法ならびに
合成化学を利用して，作製する分子の機能評価を，
試験管内および細胞内で行う．さらにランダムな
アミノ酸の変異導入・削除・挿入を行う「分子進
化法」を取り入れ，タンパク質ライブラリーから

目的の機能性分子をスクリーニングする．新規分
子種同定法では，生理活性物質のスクリーニング
法を開発し，遺伝子ライブラリーとケミカルライ
ブラリーから，開発する機能性分子を用いて，目
的とする機能性分子を探索する．光制御分子の開
発では，光受容タンパク質と機能性分子の融合タ
ンパク質を作製し，生細胞内で酵素活性や RNA
の機能を光制御する分子プローブを創出する． 
 

【期待される成果と意義】 
本研究は，個々の分子反応の素過程を探究する分
子科学と，要素還元的に現象の解明を試みる生命
科学との中核に位置し，分野横断的な研究領域を
開拓する分析法の創出を目的としている． GFP
の発見やその開発に高い評価が与えられたように，
蛍光や発光を利用した独自の生体分析技術を開拓
し，この分野を先導し，そして世界を牽引する意
義は極めて大きい．また本研究は，精度・感度・
スループット性能の優れた，機能性分子の開発
を目指しており，基礎生命科学研究の発展のみな
らず，創薬や医療のための解析ツール，化学汚染
物質のスクリーニング，環境モニタリングなど
社会にも大きく貢献することが期待できる． 
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【研究期間と研究経費】 

平成２１年度－２５年度 
８２,１００千円 

ホームページ等 
http://www.chem.s.u-tokyo.ac.jp/users/analyt/
index.html 
ozawa@chem.s.u-tokyo.ac.jp 
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